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本研究は， 11 ヒ ト消化管の病的状凰 特 に 癌お よ び胃の 腸上 皮化生郡 に お け る A B OtHl， Le wis
活性の変化と 21 組織材料に つ い て血液型判定を行う た め の根拠 と， 血液 型抗原が果たす 生物学的役割 を
知る手がか り を得 るた め ， 血 液型活性 と消化管上皮性粘液の組織化学的性状の 間 に 存在 す る関係 を解明す
る こ とを目的と した ． 血液型 活性 は市販 の モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を使用 し， ア ピジ ン
ー ビオ テ ン ー ペ ル オ キ
シ ダ ー ゼ複合体 くA B CI 法 で検索 した ．1 ま た， 上 皮性粘液 はア ル シ ア ン ブル ー く以 下， Al． B， pH 2．5I と
過 ヨ ウ素酸 ． シ ツ フ 試薬 く以下， P A Sl で染色 した ． Leくa
－ b＋1型 く分泌型l の ヒ トの 胃の腸上 皮化生
部に は， P A S染色性の程度 に 従 っ て， 陽性か ら陰性に 至 る まで様 々 な程度の血液型活性 を示 す異所性杯細
胞が存在 した． 主 に A l． B に 染 ま る杯細胞 は A B Oく印 活性が陰性 で あ っ た ． Leくa
－ b＋1 型健常胃粘膜
で は Le再宙隆が陰性であ るに もかかわらず，LeくaTb＋1 型の 異所性杯細胞 に は同宿性が認 め られ た． 胃癌で
は， 癌細胞同士 が互 い に接着 し腺腔構造 を形成 して い る高分化型腺病 の う ち， 専 ら P A S反応の み 陽性 を示
す癌細胞表瓦 細胞内構造並 び に 腺腔内粘液性分泌物 に ， ドナ ー の血液型と矛盾 し ない ABOく印 お よ び
Le wis活性が 局在 して い た． こ れ に 対 し， P A S反応陽性腺腔構造 に 乏 し い 低分化型胃癌 で は血 液型 活性 は
微弱で ， 個々 に 分散 した印環細胞癌 は， 胞体 内に 限局 され た P AS 反応陽性粘液 に
一 致 して血 液型 活性を有
した． 小腸癌 でも ， 同様 の所見が認め られ た． 大腸癌 で は， 健常組織 に お い て ABOく印酒性 が陰惟である
下行結腸か ら直腸に か けて の癌組織も含め て， P A S反応陽性領域 に ドナ
ー の A BO 式血液型と矛盾 しな い
A B Oく印 活性が認め られ た ． ま た， い くつ か の 癌組織 に は， 健常部位で は存在 しな い Le
b活性 が検出さ れ
た ． 以上 の成績か ら， A B OくHI お よ び Le wis清性 は P A S反応陽性上皮性粘液 に 局在 し， 血 液型活性の
量的な い し質的変化は， 粘液 の 組織化学的性状の 変化 に 基づ い て お り， また， 血液型抗原 は細胞間の接着
や相互認識 に 関与 して い る こ とが 明ら か と な っ た ． 法医実務面 で は． 健常部に は存在 しな い 活性に 注意 を
払 い なが ら， 病的組織に つ い て も A B Oお よび Le wis 式血液型判定 を行い う る こ と が判明 した ．
Key w o rds blo od gr o uping， intestin al m etaplasia， ga Str Ointestin al c ar
－
cin o m a， im m u n ohisto chemistry， epithelial m u cin s
著者は， 顕微鏡的試料か らの 血 液型判定 の た め 免疫
組織化学的方法の応用 に 関して 一 連の 研究 を進め ， 先
に ヒ ト組織 ． 細胞 か らの 血液型 判定と い う法医実務上
の 観点か ら健常組織 に つ い て の 検討結果 を報告 し たミI
し か し， 現実 に は ヒ ト組織 は さ ま ざ まな病的変化 を
伴 っ た もの も 多く， こ の よ う な変化が血液型活性や そ
の 特異性な どに 及ぼ す影響も明 ら か に され ね ば な らな
い
． ま た， 病 的状態に お ける 血液型抗原活性の 変化 を
明らか に す る こ と は， 単に 法医実務上 の 問題の み で は
な く， 同時に 同抗原の 生物学的機能 を解明 す る上 で 一
つ の 大 きな 手が か り を与 える も の で あ る ． 特 に A B H，
Le wis 抗原な どは糖蛋白や糖脂質 と して 存在 し， 糖鎖
に そ の 活性部位 が担わ れ て い る こ と か ら ， C ell－tO－C e11
intera ctio nの 点 で 細胞分化 や癌化な どと の 関連上 ， 非
常に 注目 され て い る2卜71
本研 究 で は こ れ ま で の 研 究で 得 ら れ た 知見 を ふ ま
A breviatio ns ニA BC， a Vidin－biotin－ perO Xida s e c o mple xニ A l
． B， alcia n blu eニ CE A，
c a r cin o e mbryo nic antigen三 Le， Le wisi m ． M o， m O u S e m O n O Clo n al三 P A S， periodic acid－
Schiff．
腸 上皮化生と消化管癌組織の 血液型抗原活性
え， ヒ ト消化管粘膜 を対照 と し， その 病的状態特に 胃
の 腸上 皮化生 と 消化管各部 の 癌組織 に お け る A B O
t 印， Lewis 活性分布や 上 皮性粘液の 組織化学的性状
に つ い て同時に 観察 し， 両者 を関連 させ な が ら検討し
た．
材料お よ び方 法
工
． 材 料
い ず れ も手術的に 採取さ れた も の の 一 部 を用 い た ．
こ の う ち， 国立金沢 病院外科 より供与をう けた手術材
料 くホ ル マ リ ン 固定1 は以下の ごと く で あ る．
胃 ニ ド ナ ー の 血 液型 が Le くa－b＋1 型の A 型試料
3例 ， B 型 1例， A B 型 1例， 0 型 1例 の病変部く腺病
部， 腸上 皮化生部lと健常部， Leくa ＋bl 型の A 型 2
例， B 型1例， A B型1例の 病変部 と健常部 を検索 し
た．
また ， A， Le くa － b＋1 塾 回腸と 結腸， 0， Le くa －
b＋ ト型S 字状結腸の 健常部も あ わせ て検索し た．
さ らに ， 本学第1病理 学講座所有の 外科病理材料 の
う ち， 病歴 に ドナ ー の A B O式血液型 の 記載が あ っ た
以下の 30例 を検索 した． なお， これ らの Lewis 式血 液
型 は未検索で あ っ た ． ま た， 胃癌材料の 記載 に 用 い た
組織分類記号 はす べ て胃癌取扱 い 規約く1985年 3月，
改訂第 11版う 81に よ っ た ．
食通 こ 3例 の squ a m o u s c ellc a r cin o m aの う ち A
型 1例 くm oder atelydifferentiatedl， 0 型 2例くw ell
diffe r entiated とm oder ately diffe re ntiated 各1例l
の癌部， 健常粘膜部と付属 リ ン パ 節．
胃 二 早期癌 は A 型 2例くtub2と po r各 1例l， B 型 2
例 くpap， tubl ， 0 型 4例 くtub． 2例， pO r， Sigl の
計 8例， 進行癌 は A 型 3例 くpap，tub2， pO rl， B 型 3
例くtub2 2例， pOrl， A B型 1例くpapl， 0 型 1例くpo rl
の 病変部 く癌部 と， あ れ ば腸上 皮化生部もう お よび 健
常部．
十 二 指腸 ． 回腸ニ A 型の 十 二 指腸癌 1例 くpapilla ry
ade n o c a r cin o m al と 0 型 の 回 盲部痛 くw ell differen －
tiated ade n o c ar cin o m al の 癌部と 隣接 す る健常部．
盲腸 二 A 型 の w ell diffe r entiated ade n o c a r cin o m a
くpapillo－tubula r patter nを と るl， B 塾 の m ucinou s
ade n o c a r cin o m a， 0 型の m u cin o u s ade n o c a rcin o m a
各 1例の 癌部と周 辺 粘膜．
上 行結腸 ニA 型の papilla ry ade n o c a r cin o m aと B
型 の w ell differ e ntiated ade n o c a r cin o m a各 1例 の
癌 部 と 隣接 す る 健常部． B 型 の tubula r aden o m a
くGro up 2ン 1 例．
横行結腸 こA 型の m u cin o u s ade n o c a rcin o m aで 一
部 papillo －tubular に 増殖す る癌部 と隣接 す る健常軌
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A 型の tub ula r ade n o m aくGr o up2 旬 31 1 例．
下 行 結 腸 二 0 型 の papillo －tubula rに 増 殖 す る
m oder ately diffe re ntiated ade n o c a rcin o m aの 癌部
と健常部．
S 字 状 結 腸 こ B 型 m oder ately diffe re ntiated
ade n o c a rcin o m a仕ub21と 0 型w e11 diffe re ntiated
ade n o c a rcin o m a各1 例の 癌部と健常部．
直 腸 ニA 型 m ode rately diffe re ntiated tubula r
ade n o c a r cin o m aと A B型 m u cin o u s ade n o－
C arCin o m aく多量の m u cin o u slake の 中に sign et．ring
c ell が浮遊I 各1例の 癌部と健常部．
H ． 方 法
1 ． 免疫 組織細胞化学的方法 に よ る A B OくHI，
Le wis 活性検出
組織や細胞構造 と の 関連 を明確 に 知 る た め ， パ ラ
フ ィ ン切 片に つ い て前報りで 最も 良好 な特異的染色が
得ら れ た マ ウ ス モ ノ ク ロ ー ナ ル くm o u s e m o n o clo n al，
汀トM ol 抗 A， 抗 B， 抗 Le8， 抗 Leb ．IgM 抗体 くB iote st
社1 お よ び m －M o 抗 H ．1gM 抗体 くChe mbiom ed社l
を 1次抗体 とす る A B C法を適用 し検討し た． ま た， 必
要 に 応 じて ， 上 記 m －M o 抗体 を用 い 螢光抗体法くビ オ
チ ン ． ア ピ ジ ン 法う も併用 した． 反応等の 詳細 は前報り
の ごと く行 っ た ．
2 ． 粘液組織化学的染色
上記と同 一 材料か ら作製 した組織切片に 対 し， 中性
糖蛋白 仲 性粘液l 検出の た め に 過沃素酸 ■ Schiff
くperiodic a cid．Schiff，P A Sl反応91を， 酸性糖蛋白くシ
ア ロ ム チ ン お よび ス ル フ ォ ム チ ンう を検出する た め に
ア ル シ ャ ン プ ル ー くalcia nblu e， 以 下 Al． B， pH 2．51
染色 抑 を， さ ら に 両者 の同時的検出の た め Al． BIP A S




A BO 式血i夜型活 性
1 ． 食道
健常部 二 A 型， 0 型材料と も， 基底 層以 外の 重 層扁
平上 皮細胞間 に存在す る P AS 反応陽性物質くFig．1al
に 一 致 し て， ドナ ー と 同 一 の A B OくHI 活性が認 め ら
れ たくFig． 1bう． また ， A 型材料で は， 弱い な が ら 0 旧1
活性が同時 に 検出され た ．
癌部 こ 少数の P A S 反応弱陽性 を示 す癌細胞内と細
胞間の 一 部 に ， ドナ ー の A B O式血 液型と 一 致 す る活
性が認め られ た． た と えば ， 検索 した 0型 材料中の 扁
平上皮癌細胞 の 多く は 0く印 活性陰性で ， 陰性細胞群
中に 少数の， や や小 型 の 陽性癌細胞が混在 し て い た．





健常部ニ Le くa － b＋1塾 ド ナ ー の 胃粘膜 で は， PA S
反応陽性を示 す 表層粘液細胞， 胃底腺頚部 の 副細胞，
壁細胞お よ び胃腺駕内分泌粘液 に ドナ ー の 型 と 同 一 の
A B OくHI活性が認 め られ た． こ の う ち表層粘液細胞
お よ び副細胞 で は， P A S反応陽性の核上部ゴ ル ジ装置
か ら細胞内粘液 に 一 致 して活性が検出さ れ た．
ま た， 壁細胞内の活性 は細胞核周囲 に 多数 の 顆粒状
ない し小 樽状 あ るい は層状構造 と し て存在 した ． こ の
構造物は P A S反応弱陽性 を示 しくFig ． 2l， 壁細胞内の
管状構造 に相当す るも の と考 え られ た． こ れ に対 して，
Leくa＋b － 1塾ド ナ ー か らの 試料で は上 記活性 の う ち，
一 部の壁細胞の活性 を除い て 陰性 で あ っ た ．
ド ナ ー の Le wis 式血液型 を調 べ え な か っ た 胃材料
に つ い て は， 同 一 試料内健常粘膜部の A B Oく印 活性
を検索 し， 表層枯液細胞な どに 同格性が存在す る材料
は Leくa － b 十H 軌 有しな い 材料 は Leくa十b
一 巨型と
み な して 以下 の成績を述 べ る ．
腸上皮化生郡ニ Leくa － b＋ン型 － P AS 反応 が種々
の程度に 陽性 で， なお か つ Al．B で青く染 ま る粘液 を
胞体内に 有す る 異所性杯細胞が多数認 め られ る領域で
は く耶g． 3う， 粘 液中に ドナ ー の 血液 型と 同
一 の A B O
く印 活性を示 す 杯細胞か ら ほ ぼ陰性の 杯細胞に い た る
ま で， 様々 な程度の 活性 を有す る細胞が混在 して い た
くFig．4コ． しか も， こ の A B Oく印 活性 の 強さ は杯細
胞粘液 が示 す PA S 反応陽性の 程度 と相関 し， 粘液 以
外 で は小腸吸 収上 皮細胞 の 刷 子 緑 と類似 す る 構造
くP A S反応陽性うに も明瞭に 認 め られ た ． 0 型以 外の
材料で は， 一 部 の杯細胞 に 0くHい活性が同時に 検出さ
れ た．
Le くa＋b － 1 型 － A l．BIP A S重染色で P A S反応
陽性の 杯細胞粘液に お い て も A B Oく印 活性は ほ ぼ陰
性で， 明らか に Leくa－b＋1型 と異な っ て い た ．
胃癌部こ Leくa － b＋l型 丁 乳頭腺痛 くpapl や 管状
腺病 くtubl，tub21 な ど， 高分化 へ 中等度分化 した 腺病
細胞 で は 通常 ド ナ ー の A B O式血 液型 と同
一 の 活 性
が ， P AS 反応陽性 を示す 細胞表面 ま た は核周囲ない し
核上 部の ゴ ル ジ装置に 一 致 して認 め られ た ． 具体例と
して ， 腺腔形成の顕著 な， 0 型高分化型管状腺痛く血bl ，
早期癌つ 細胞 の 腺腔側表面 に 存在す る P A S 反応陽性
構造や同 じく P A S陽性 を示 す 核上 部及 び腺艦内粘液
くm g．5al に， 0く印 活性が認 めら れ た けig． 5bl．
0 塾 以外で も， 0 型 と比 べ て 弱い な が ら 0く印 活性が
検出され た． 一 方 ， 低分化型の印環細胞癌くsign et－ring
c ellc ar cin o m a， Sigl の胞体内に 充満す る P A S 反応
陽性粘液な どで も活性 が明瞭に 認 め られ ， ま た腺腔構
造 に 乏しい 低 分化腺病 くpo rl で も， 一 部 P A S反応陽
性 を示 す腺腔 や腺腔内分泌粘液に は ド ナ ー と 同
一 の 活
性が み られ た． し か し， 腺腔形成の ほ と ん どな い 低分
化腺病 で は 血管内皮細胞 と赤血球以外は陰性であ っ た ．
Leくa ＋b － ト型 h こ れ に 相当す る 0 型印環細胞癌
で は， 腹腔部以 外の P A S 反応陽性 を示 す胞体内粘根
に は Leくa
－ b＋1塾 と 異 な り必 ず しも 0くHl 活性は認
め ら れ な か っ た ．
早期癌 と進行癌に つ き A B Oく印 活性 の 分布様式に
つ い て 比 較検討 し た が， 明 ら か な 差異 は認 め ら れ な
か っ た ．
本研究で検索 した 印環 細胞癌 く4 例う の う ち 2例は
次の よ う な A BOく印 活性 を示 して い た ． す な わ ち，
A B， Leくa － b ＋1型 の 印環細胞内粘液 は健常胃粘膜表
層粘液細胞 と同程度 に 著明な P A S 反応 陽性 を 示 し
くFig． 6al， Al．BくpH 2．51陰性 で あ っ た くFig．6bl．
A 塾活性 は 多数 の印環細胞内精液 で 認 め ら れ た が
くFig． 7al， B 型清性陽性 の 印環細胞は ごく 少数に 限
られ た くFig． 7bl． 他 の B， Leくa － b＋1型 印環 細胞癌
例で は， 産 生さ れた 粘液 は Al． BくpH 2．5コに 強く染ま
る もの の tFig． 8al， P A S 反応 は弱陽性 ない し陰性と
な り， 同部の A B Oく印 活性お よび Le wis 活性は陰性
で あ っ たくFig． 8bう． しか し， 同
一 切片内の ご く 一 部分
に ， 健常胃粘膜表層部 の P A S 反応性 と比 べ て 減弱 し
て は い るが ， P A S反応陽性 を示 す癌部が存在 し， 同部
で は B括性 と Le wis酒性が 弱い なが ら認 め ら れた ．
3 ． 十二 指腸 ． 回腸
健常部 ニLe くa－b＋ ト型 回腸健常部 で は， ドナ ー の
A B O式 血液型と同 一 の 活性 が， 吸 収上 皮細胞の 核上
部や ， 刷子 緑くP A S 反応陽性うお よ び胃粘膜表層部よ
り弱 い な が ら種 々 の 程度 に P A S 反応陽性 を 示 す杯細
胞内粘液 に 認め ら れ た． A 型十 二 指腸材料 で も同様 で
あ っ た ．
癌部 こ A 型十 二 指腸癌部で は， P A S 反応陽性 を示 す
乳頭状腺癌細胞の 表層部 く特に 刷子 緑う や核上部， 並
び に 分泌粘液 くFig．9al に 一 致 して ， A 活性が認 めら
れ た ． 特に ， 癌細胞核上郡 に は頼粒 な い し小樽状 を呈
す る A 活性が 局 在 して い た げig． 9bl． 転移 リ ン パ 節の
癌細胞も原発巣 と同様 で あ っ た ． また， 少数の 癌細胞
核上部 に は 0 仕り活性 も認 め られ たが ， B 活性は 常に
陰性で あ っ た ． 0 型 回盲部癌に つ い て も ， ド ナ
ー と 同
じ 0く印 活性が 上 記と 同様の 分布を示 した ．
4 ． 盲腸
A 塾， B 塾， 0 型材料 の 癌部， 健常部 く吸収上皮細
胞， 杯細胞っと も ド ナ ー と 同 一 の 活性が P A S反応陽性
部に 分布 して い た． こ の う ち ， 健常部杯細胞粘液は胃
や 小腸 の 上 皮性粘液 と比 べ P A S 反応陽性の 程度が減
少 し， それ に 対応 して 活性 の陽性の 程度 も減弱 して い
腸上皮化生 と消化管癌組織 の 血 液型抗原活性
た． A 型 材料の 癌部 に は 0くHl 活性が陽性 へ 陰性の癌
細胞が み ら れ た．
5 ． 上 行結腸
B 型材料 で は健常部吸収上 皮細胞 ， 杯細胞内粘液
くPAS 反応陽性部l， 腺病部癌細胞 と P A S反応陽性
分泌粘液 に B 活性と弱い 0 く印 活性が認 めら れた ．
ま た， 腺病 以 外 に 合併 し た 大腸腺管腺腫 くtubula r
ade n o m a， Gro up21 に お ける A B Oく印 活性は ， 健常
部と ほ ぼ同様 で あっ た ． 一 方 ， A 塾材料で は， 小腺腔
を形成 し て い る癌部 の 一 部に A 酒性 を認め たが ， 健常
部吸収上皮細胞や杯細胞は A 活性陰性であっ た．
6． 横行結腸
健常部 二 A 型材料 の健常粘膜陰蘭部杯細胞粘液 の
う ち， 全体 の 約 2割程度を占 め る P A S反応弱陽性粘
液や 吸 収上 皮細胞核 上部 に A 活性の み が 認め ら れ た．
腺腰部 二 腺管腺腰 上皮 の 杯細胞 の 一 部 に A 活性 が
認 め られ た．
癌部 ニP A S反応陽性 の癌細胞細胞質や そ の産生 す
る粘液 に は A 活性 と 0く印 活性が認 めら れ た．
7 ． 下行結腸 へ 直腸
健常部 こ Al． BIP A S重染色 を施す と， 杯細胞内粘液
は A l．B の 青色主 体 に 染色さ れ P A S反応 は陰性な い
し弱陽性 で くFig．101， 下行結腸 か ら遠位部 で は A B O
く印 活性 は陰性 で あ っ た ． 血管内皮細胞 と赤血球 に は
ドナ ー と同 じ型 の 活性が 認め られ た．
癌部 こ 0 型 下行結腸癌と 0 型 S字状結腸癌 で は 明
らか に 正 常と は異な り， P A S 反応陽性癌細胞や そ の腺
艦内分泌粘液 に 0く印 活性が明瞭 に 検出さ れ た けig．
11， 121． B 型 S字状結腸癌 の 一 部に は P A S反応陽性
の 腺腔 が み られ ，B 活性の み が 同部で弱陽性で あ っ た ．
また ， A 型直腸癌 の P A S 反応陽性腺腔部く全腺腔の 一
部1 に は A 活性と弱い 0く印 活性が認 めら れ た． A B
型 m u cino u sty pe の腺病 で は， P A S 反応陽性粘液 と
粘液内に 浮遊 す る， P A S反応陽性 を 示 す signet－ring
c ellの 胞 体 くFig．1 3al に A 活性 の み が 認 め ら れ た
くFig．13bl．
一 方 ， B 活性 は前述の A B， Leくa － b＋I
型 胃印環細胞癌 と同 じく， ほぼ陰性で あ っ た ．
H ． Le wis式血i夜型活 性
1 ． 食道
健常部 二健常粘膜 の A B OくHl 活性分布 と前報11の
成績 か ら Le くa－b＋I 型 と判断さ れ る 0 塑健常部で
は， Le
a活性 は ほぼ 陰性 で あ る が， Leb活性 は基 底層以
外 で 明 瞭 に 検出さ れ ， 特 に P A S反応陽性 を 示 す 重層
扁平 上 皮細胞間 に局在 し てい た．
癌部 こ 扁平上 皮癌部の 所々 に P A S反応陽性 を示 す
癌細胞や細胞間基質が散見さ れ くFig． 14al， 同部で は
Leaま た は Leb活性くFig． 14bl， あ るい は両括性と も陽
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性 と な っ た ． し か し， 多く の 癌細胞は P A S反応陰性
で， Le wis 活性も認め ら れ な か っ た ．
2 ． 胃
健常部 こ 前報1りこ示 し た Le wis 活性部位 の ほ と ん ど
は A B Oく即 清性 の項で述 べ た P A S反応陽性部位 に
対応 して い た． た だ し， 主細胞核上部 に小額粒状 に み
ら れ た Leb活性 に 対応す る P A S反応陽性部位 は見 い
出し えな か っ た ．
腸上 皮化生部 こLe くa － b＋1 型 一 健常部表層粘液
細胞 や副細胞 と異な り， P A S反応陽性 を示 す杯細胞胞
体内粘液 に Le8，Leb雨晴性が 認め られ た． ま た ， A B O
く印 活性 と同様， 個々 の杯細胞 の P A S染色性 に 従 づて
陽性か ら陰性 ま で の 不均 一 な清性分布が認 め ら れ た
げig． 15，1 6う．
I－ e くa＋b － 1型 一 腸上 皮化生郡の杯細胞内粘液に





癌部 ニLeくa － b ＋1型 一 腺病部で は， Leb洒性が 多
数の癌細胞細胞質， 腺 腔内自由面 お よ び 分泌粘液
CPAS 反応陽性J V 弱陽性lに 認め られ た． 一 方 ， Le8活
性 に つ い て は陽性癌細胞が少数混在 してい た が， 多数
の 癌細胞 は Le8陰性 で あっ た ． 一 般的 に高分化 へ 中等
度分化の管状腺癌で Leb活性が明瞭に認 め られ る傾向
に あ っ た ．
Leくa＋b－1塾 － こ れ に 相当する 0 型材料 くsigl
で は，
一 部腺腔形成 の 認め られ る 部分も含 め印環細胞
に も Lea， Le
b両活性が検出さ れ， Leb清性が 主体を なす
Leくa － b＋1型 とや や異な っ て い た ．
3 ． 十 二 指腸 ． 回腸
健常部 ニ Le くa － b＋1 型回腸で は， ほぼ全て の 吸収
上 皮細胞 と そ の 刷子 轟くP A S反応陽性コ， 回腸除菌表層
か ら深 部 まで の P A S 反応陽性杯細胞内粘液 で Leb活
性が 陽性 とな り， Lea活性 は腺窟浅層の 一 部 の 杯細胞
と吸収上皮細胞刷子経で認め られ た．
癌那 ニA 型十二 指腸腺病細胞表面， 特に P A S反 応
陽性刷子縁 で ， Lea， Leb両帝性が明 瞭に 認 めら れ た．
また ， A B OくHJ 清性が著明に 分布し Leくa － b＋ト型
と推定され る 回 盲部癌部で は Leb活性 の みが 明 瞭 に 認
め られ た．
4 ． 盲腸
健常部ニ Leb活性 は ほ ぼ全て の 大腸陰裔と そ の 杯細
胞 で 陽性と な り， Le8活性 は 一 部の 大腸陰窟と杯細胞
に 限 っ て 認め ら れ た．
癌部 こLea， Leb両 帝性 が 癌細胞細胞質 と腺腔内
P AS 反応陽性粘液 に 認め られ た． ただ し Le8活性陽性
部位は Leb活性と 比 べ 少数で あ っ た ．
5 ． 上 行結腸
78
B 型材料は健常部の A B Oく印活性分布か ら Leくa －
b＋1 型 と推定され ， Leb活性 が健常粘膜， 腺腰部並 び
に 癌部腺腰部 で 認 めら れ た が ， Lea活性は い ずれ で も
陰性であ っ た ． 一 方 ， Leくa 十b － 1 型 と推定さ れ た A
型 材料で は， Le8活性が ほ ぼ全 ての 大腸陰筒杯細胞， 癌
細胞の 胞体と腺腔内粘液 で 認め ら れ た． こ れ に 対 し，
Leb活性 は健常部粘膜 で 陰性 で あ っ た が， 癌 細胞で は
陽性と な っ た ．
6 ． 横行結腸
Le8活性が 主 に 健 常邪険窟表層 か ら中間部 に位置す
る 大部分 の 杯細胞 で 認 め ら れ た の に 対 し， Le
b活性 は
数は少な い が 健常部陰裔浅層 か ら深 層部の 杯細胞 と癌
部く癌細胞胞体， 分泌粘液ぅの 両者 で陽性であっ た げig．
171． ま た， 腺管腺腰 の Le wis活性 は健常部 と ほぼ 同様
で あ っ た ．
7 ． 下行結腸 旬 直腸
癌部で健常部と異な る明瞭な 0くEl 活性を認め た
材料の う ち， 0 型S 字状結腸癌部の P A S反応陽性粘
液 に は主 に Le8活性が存在 し， Leb活性は 一 部 で 陽性 で
あ っ た ． ま た， A B 型直腸癌 の 印環細胞と その 産生粘液
に も Lea， Le
b両活性が検出され た ． 0 型下行結腸癌部
で は癌細胞の胞体と腺腔内分泌粘液並 び に 健常部の う
ち吸収上皮の 一 部と杯細胞 に Le
b活性 の み が認 め ら れ
た ．
考 察
病的変化に 伴う 血液型抗原分布 の変化 に つ い て， 近
年， 生化学的ま た は免疫組織化学的方法 を用い ， 特 に
癌化と の 関連 で 多くの 研究が なさ れ て い る．
こ の う ち 生化学的研究 の 成果 は Hakom o ri
1 21の 総
説に 詳 しく， 0 型 やB 型患者の 腫瘍組織に 出現 した A
活性 を有す る difu c o syl glyc olipidの 例や ， 遺伝子 型
が 昏さの 癌患者 に 本来出現 しな い は ず の P抗原 が出現
した り1 31， AB H抗原 くtype2chainJ の生合成が阻止
さ れ， 前駆物質で あ るIi抗原が蓄積す る 川 な どの 異常
が 報告 され て い る ． この な か で Hako m o ri は， ヒ トの
腫瘍 に お け る 血液 型抗原 の 変化 を，
，
in c o mpatible
a ntigen s， の 出現と， 前駆物質の 蓄積 を伴 っ た 血液型 抗
原の欠落， deletio nの 2つ に 総括 して い る ．
また， 混合凝集反応法や免疫系軸財ヒ学的方法を用 い た
形態学的研究 に お い て は， 肺癌1 5ト 1 71， 胃 癌1 引1 8ト
22削I
，
大腸癌 坤2 2卜2銅 01， 腰胱癌2 7ト2 91， 膵癌 岬
22即1
， 腎癌3 0さ，
子 宮癌 坤3い321， 食道異型上皮 くdyspla sial お よ び食道
癌1 6肺 ， 皮膚前癌病変 瑚 な ど各種臓器別 に 個別的 に 検
討が加 えられ て い るが， 組織学的変化と血液型抗原分
布 の 変化 を統 一 的か つ 明確 に 説明で き る結論 は まだ 得
ら れ て い な い ． こ れ ら の う ち 石山ら 拘 は混合凝集反応
法 を ホ ル マ リ ン 固定癌組織 に 適用 し， A B王i血液型抗
原 の 生合成過程 との 関連 に よ っ て 以下の よ う に 分類 し
て い る
．
す なわ ち， 癌組織 を， 1う 正 常細胞 と同様 E
物質及 び A また は B 型物質が検出さ れ る痛組織， 2ン
A ま た は B 型で あ り なが ら B 物質の み が検出さ れ る
癌組織 ， 31A また はB 型 物質は癌組織で認 め られ る
く正常組織 も A ま た は即 が ， H 物質が 検出さ れ な い
癌組織 ， 4 1 正常組織で は A B H活性 をも つ が， 癌組織
で は活性が消失す る も の ， の 四種類 に 大別 した ． また ，
これ らの 所 見は癌の 病巣郡全体 に 共通 し て 出現 す るの
が 一 般的で あ る が， 一 部に は同 一 病巣部 に 各種 の性質
を お び た癌組織 が共存す る所見も見ら れ た と報告し て
い る
．
す で に 著者 の 別報11で 明ら か な よ う に ， ヒ ト消化管
粘膜 に は A B OくHlお よ び Le wis 活性が豊富 に 分布 し
て お り， 血 液型活性分布 ． 局在 の 病的状態に お ける変
化を検索す る上 で格好 の 対象と考 えら れ る， 一 方， 血
液型抗原は生体内で 糖蛋白， 糖脂質と して存在 して お
り， 胃液や唾 液 か ら糖蛋白 を抽出 し標品 の A B Oく印
活性 の 化学組成 や電気泳動度 を検討 した 生化学的研
究3棋明 や， 消化管粘膜お よび唾液腺 の 上 皮性粘液 を粘
液組織化学的に 検索 した報告3 8ト 頼 な どが み られ る ． し
か しな が ら血 液 型 抗原活性 と そ れ を担 う上 皮性粘液
く複合糖う の 性状変化を同時 に 組織学的 に 検討 した研
究 は見 あた ら な い ．
本研究 で は こ う した 観点 か ら， 血 液型 抗原の 生物学
的役割 を解明す る 一 助と な る よう ， 消化管 の病的状態
の う ち癌組織と胃の 腸上皮化生 を対象に 検討 した．
食道扁平上皮癌部 で は， 健常粘膜部に 認 め られ た細
胞の規則的配列 と細胞間 P A S反応陽性物質が消失ま
た は減少 し てお り， これ に 伴 い 細胞間隙に 局在 した活
性も消失 し， 少数 の P A S弱陽性癌細胞 と細胞間の み
で 活性 が 認 め ら れ た． こ れ に 関 連 し， Dabelste e n
ら4 2I 瑚は口 腔粘膜創傷部辺緑の 創傷治ゆ に 関与す る増
殖上皮細胞群 で は， 正 常状態 で 認 め られ る A B Oく印
活性が消失 す る こ と を報告 し， 活性の 消失が癌化以外
に 細胞 の 正 常配列か ら の 逸脱 ， 即 ち， 細胞の m obiliz a－
tio nく流動化1 と 関連 す る こ と を示 唆 し て い る ． した
が っ て ， 血液型 活性陽性の 細胞間物質 は細胞同士 の 接
着や相互認識 に 関与 して い るも の と考 え られ る ．
胃 ．腸上 皮化生部は ， 組織学上 A l．BくpH 2．51 染色
で 青く染 まる粘液を有す る異所性杯細胞 の 出現に 特徴
づ け られ
小り
， そ の 他 P A S 反応 で 赤紫色 に 染 ま る刷子
緑構造 を管腔側 に 有す る 小 腸吸収上 皮類似 の細胞 を認
め る場合 も多い 相 ． こ の 腸上 皮化生 は従来の 病 理組織
学的4 4卜 欄 ， 生化学的研究 細 か ら， 分化型胃癌 の 発生母
地 くい わ ゆる 前癌病変っ と考え られ て い る．
腸上皮化生と消化管癌組織の 血液型抗原活性
本研究に お い て ， 腸上 皮化生 部の 杯細胞内粘液 は，
A l． BIP A S 重染色 に よ っ て 赤紫色か ら 青紫色 に 亘 る
色調 を 示 し て い た ． こ れ は， 個々 の 杯 細胞 に よ っ て
P A Sに 対 する 染色態度が均 一 で な い こ と を示 し， 杯細
胞内粘液 が質的 に 不 均 一 で あ る こ と が 明 ら か に な っ
た ． ドナ ー が Le くa － b＋1 型 の 腸上皮化生郎の A B O
くHl活性 は， 上記 の P AS染色性が強 い 杯細胞で ， 細胞
核上 部の お そ らく ゴ ル ジ装置か らそ れ に 連続す る貯臓
粘液 に 局在 し， 光顕で 前者は微小 な 膜構造 に 一 致 して
頼粒状， 小樽状 な い し層状 に認 め られ ， 後 者は粘液内
に 微細顆粒状 に 認 め られ た． 一 方 ， A l． B の 色調が 主体
の 杯細胞 で は 弱陽性 な い し陰性 と な っ た ． ま た ， Le
くa ＋b － ト型腸上 皮化生部 で は A B OtHl 活性は陰性で
あ っ た ． こ の よ う に ， Le くa－b＋l 型の 腸上 皮化生部
は A B O－印 活性分布の点で 健常胃粘膜 と異な り， 明
らか に 区別す る こ と が で き る． ま た ， 腸上 皮化生部の
Lewis 活性 に つ い て も， ドナ ー の Lewis 型に 関係な く
Lea， Le
b両活性が 杯細胞 に よ っ て 異 な る程度 で 存在
し， Lea活性 を持た ぬ Le くaYb十l 型健常部か ら大き
く隔 っ てい た ．
腸 上 皮化生以外 の 変化と して 胃炎が存在 し た が ，
Goldm an ら
3 91の 報告 と同様 に Al． BIP A S 重染色で認
め う る程度の 上皮性粘液の 変化は な く， A B Oく印 お
よ び Le wis 活性が 無変化 で あ る こ と に 対 応 し て い る
もの と思われ た ．
ド ナ ー が Leくa－b＋I型 の 胃癌部 で は腺腔形成性の
癌細胞 と腺腔内粘液 が P A S反応陽性 を示 し， 通常同
部に は ド ナ ー と 同 一 の A BO 旧1活性が認め ら れ た．
しか し， Le くa＋b－ト型 の 胃癌 で は A B Oく印 活性が
陰性 を示 す部位も認 め られ， 胃癌組織の AIヨ0くHl活
性は 基 本的に 発生母地 の 性質に 規定さ れ て い る も の と
考 え られ た．
胃癌組織分類の 点か らみ て ， 高分化型管状腺病細胞
で は腺腔側表面 に 小腸吸収上皮 の 刷子 緑に 類似 した構
造 を有 し， 同部 は P A S 反応， A B O田う 活性 の い ずれ
も陽 性 と結論 され る ．
A B， LeくaTb＋ン型 印環細胞癌 で み ら れ た A 活性お
よ び B 活性 の 分 離現象 に つ い て は， 同様 の 現象が 胃
癌4 91お よ び子 宮内膜癌321で 報告され て い る ． こ の 原因
と して ， 癌化 に よ る細胞内環境変化の た め B 型遺伝子
が 不満化され た こ と， B 型遺伝子 の 基質特異性が変化
し誤 っ て A 抗原を生合成す るよ う に な っ た こ と ， ある
い は， A 型活性 を示 す 新たな 抗原物質が合成され て い
る こ と 抑 な どが推測 され よ う． ま た ， B， Le くa－b＋1
型 ドナ ー か ら発生 した 印環細胞癌 で 主 に A l．B で 青く
染ま る粘液が産 生 され ， B お よ び Le wis 清性が 一 部 を
除い て認 め られ な か っ た 原因 に つ い て は 中城 ら5 1 の 報
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告が 示唆深 い ． す なわ ち， 同氏 ら は胃印環細胞癌 に お
け る c a rcin o e mbryo nic a ntige nくC E AJ及 び腸粘液抗
原 を検討し， 胃印環細胞癌 は胃型 の 粘液に 限ら ず， 周
囲の 条件に よ り腸型の 粘液を産 生 しう る こと ， す なわ
ち腸 と して の － 形 質を発 現 し う る事実を報告 し て い
る
． 前述の A l． BくpH 2． 51陽性， P A S弱陽性で B活
性陰性 を示 す粘液 を塵生 す る痛も これ に該当す る も の
と思 わ れ る．
一 方 ， 胃痛 の Le wis 晴性 に つ い て も 基本的 に は
A B Oく印 活性 と同 じく， 発生 母地と な っ た胃粘膜健
常部 の Le wis 活性分布 に 類似し， 腺腔形成性 の 明瞭な
癌組織 の P A S反応陽性部 で検出さ れ ， 腺腔お よ び粘
液産 生 能 に 劣る低分化腺病 で は陰性と なる も の と考 え
られ る
．
ま た， 血 液型活性分布の 点で は早期痛 と進行癌 の間
に 差異は ない も の と判断され る．
以 上 ，分化型 胃腺癌 で は癌細胞同士 が互 い に 接着 し，
P A S 反応陽性物質が細胞間 に 分布す る腺腱構造 を形
成 して い る の に 対し， 個々 の 癌細胞が分散 して い る胃
印 環細胞癌で は， P A S 反応陽性物質も胞体内に 貯留さ
れ る 傾向が認 めら れ て い る一． こ の 事実 と P A S 反応陽
性物質に 血 液型抗原活性が認 めら れ る こ とか ら， 食道
癌 の 項で も述 べ た よう に ， 血 液型抗原は細胞相互 の 接
着や認識 に 密接 に 関与 して い る も の と考え られ る ．
十 二 指腸 か ら回腸で は 分化型乳頭状腺病 で ， 分化型
胃癌と同様 に 癌細胞核上部の P A S陽性顆粒状構造 か
ら 腺腔側の 刷子 緑 に か け て 血 液型活性が認 め られ た
が， こ れ は分化型 胃癌 と同様 の 現象と理解 され る ． 刷
子緑 に 明瞭 に 示 さ れ る血 液型 活性に 関連 し， こ の 部位
が粘液多糖類 に 豊む糖衣 くglyco c alyxl で覆わ れ て い
る こと 52Iと ， ヒ トノJl腸刷子 緑に 存在す る アミ ノ ペ プ チ
ダ ー ゼな ど， PAS 反応陽性糖蛋白か ら なる少 なく と も
6種の 加水分解酵素に は分泌型 の 場合， ドナ ー と同 一
の A B Oく印 活性基が 認め られ る と い う報告531な どは
極 め て示 唆深 い もの で ある．
盲腸か ら 直腸 で は， 肛門側 に 近 づ く に つ れ 結腸陰裔
杯細胞 は主 に A l．BくpH 2．5Iで染色され ， 反 対 に P A S
反応 は ほぼ 陰性 に近 い 程度に 減弱す る． こう し た粘鞭
組成の 変化が下行結腸 か ら直腸健常粘膜で A B Oく印
活性が陰性 とな る理 由の 1 つ と考 えられ る．
一 般に ヒ トお よ び他の 哺乳類の 上 皮性粘液 は， ポ リ
ペ プタ イ ド骨格 に オ リ ゴ糖 か ら な る側鎖が結合 し， 側
鎖末端 は多 く の 場合 シ ァ ル 酸 ま た は フ コ ー ス で あ
る5棋51
．
こ の 上 皮性格液く糖蛋白1は中性粘液， シ ア ロ
ム ナ ン ， ス ル フ ォ ム チ ン に 大別さ れ， 中性粘液は P A S
反応陽性， A トBくpH 2．引 染色陰性で あり ， シ アロ ム
チ ン と ス ル フ ォ ム チ ン く硫酸 化糖 蛋 白う は Al． B
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くpH 2．51に 陽性 で， PA Sに 対 して は陰性 旬 弱陽性 な ど
種 々の 反 応態度 を示 す と い わ れ て い る5 61． Goldm a n
ら3glは ヒ ト消化管正常粘膜お よ び癌組織 に お ける 上 皮
性粘液の 性状 とそ の局在 を検討 し， 正 常胃粘膜の う ち
表層粘液細胞， 胃小筒郡粘液細胞 およ び副細胞 に は，
胃休部， 幽門部 を問わ ずP A S陽性中性粘液が存在 し，
正 常 小 腸粘膜杯細胞 に は 非硫酸化酸性粘液 くnon－
sulfated a cidm u cinl す なわ ち シ ア ロ ム チ ン が， また
正 常結腸粘膜杯細胞内の 粘液に は シ ア ロ ム チ ン に 加 え
て．ス ル フ ォ ム チ ン が 含 まれ て い る こ と を報告 して い
る．
著者の成績で は， 小 腸粘膜杯細胞内の粘液 は結腸粘
膜杯細胞内の 粘液に 比 べ ， 一 般 に P A S 反応陽性 の程
度が強く， それ と 平行 して 同部の A B Oく印 活性も よ
り明瞭に 認 め られ て い る ． こ れ に 閲 し， Lev ら 瑚 は と 卜
上皮性粘液 を組織化学的 に検討 し， 小腸の 上皮性粘液
が結腸粘液よ りも P A S反応で強く染色 され る こ と を
報告して お り， そ の理 由と して H o skins ら3 61は結腸で
は フ コ ー ス を含有す る 中性粘液が減少して い る こ と を
指摘 して い る．
さ ら に ， 糖 蛋 白の 性質 と血 液型 活性 の関係 を示 す血
清学的知見と して， N ishi ら571は A B－ M N 型ヒ ト赤血
球膜か ら シ ア ロ 糖蛋白を抽出 し， 赤血球凝集反応 で標
晶中に A， B， M およ び N 活性を検出し てい る．
こ れ ら を総合 す る と フ コ ー ス に 畳む P A S陽性中性
粘液や， シ ア ロ ム テ ン な どが 豊富な胃お よ び小腸健常
粘膜 に は明瞭な A B O叩り活性が検出さ れ るが ， 中性
粘液が減少 し代わ りを土ス ル フ ォム チ ン を含 む結腸健常
粘膜杯細胞 で は ， 血 液型活性 の 程度も減弱 して い る も
の と考 えられ る ．
こう した健常部に 対 し， 結腸腺病部の多く は腺腔内
粘液 と癌細胞く特 に 腺腔側1 で， P A S反応陽性となり，
ドナ ー の 血液型 と同 一 の A B Oく印 活性が新た に 出現
して い た
． 結腸癌症例の 過半数 で は ス ル フ ォ ム チ ン の
減少が 報告され て い る 瑚 の で ， 癌 部の 粘液組成の 変化
が A B Oく印 活性の 異常発現と関連 してい る も の と推
測さ れ る． お そ らく癌化 に よ る細胞 の 脱分 化の た め，
正 常状態 で は抑制 を受 け てい た血 液型 抗原遺伝子 が 胎
生期と同 じく発現 した た めと 考え ら れ る．
今回 検索 し た仙一 部 手術材料 ド ナ ー の Le wis式 血 液
型が不明 なた め， 結腸健常部の Le wis 活性分布 に つ い
て は十分 な考察 がで き な い が ， 著 者の 検索 した範囲で
は， 下行結腸か ら直腸 に か け て の 健常結腸遠位部 は
Leb活性よ り も Le8活性が主体 を占め る 例が 多か っ た ．
ま た結腸 お よ び直腸癌部の Le wis活性分布 に つ い て
も， 遠位部結腸く下行結腸か ら直腸う癌で は Leb清性の
出現 が特徴的と す る報告紳 輔 と 同様 の傾向 を認め た．
こ の よう に ， 下行結腸 か ら直腸ま で の大腸左半郡は
A B Oく印 ， Lewis 活性分布 に お い て他の 消化管と は 質
的に 異 な っ てい る と考 え られ る． これ に 関連 し， W iley
ら5 91は A B Oく印 活性の 有無が横行 ． 下行結腸か ら直
腸 に か け ての癌 の 悪 性度と相関す るの に 対 し， 上 行結
腸癌 で は こう した相関 は認め な い と して い る． ま た ，
Pic a rd ら
6 01は胃の 糖蛋 白と 結． 直腸 くc olore ctal の 糖
蛋白の ピ ー ナ ッ ツ レ ク チ ン や 抗王i 血清 に 対す る 反応
性を検討 し， 両者の オ リ ゴ 糖骨格の 差異 を指摘 して お
り， こ れ か らも 上 部消化管と下部消化管の 質的相違が
う か が われ る
．
な お ， 今 回検索 した大腸腺管腺腰6りの 2例くA 型 ， B
型各 1例1 で は ， 粘液組成， 血液型 活性と も に 健常粘
膜と の 差異 は見い 出せ なか っ た ． Goldm a nら3 91も大腸
腺腫 の 粘液組成 は健常部と同様 で あ っ た と報告 して い
る が， 詳 し い組 織像 に つ い て は不明 であ る ． 一 般 に 大
腸腺腰 は 大腸癌 の前癌病変 と考 え ら れ て い る6 2Iだ け
に ， 今後 ， よ り異型度の 高い 例や 絨毛 腺腰 細 を対象 に 再
検討す る必要がある と思わ れ る．
以 上 ， 本研究 お よ び 既報lりこよ り 細胞内の 血液型抗
原活性 を特異的 に検出しう る こ とや ， 同時に 癌化 な ど
病態に お け る同抗原の変化等が明ら か に され た こ とか
ら， 従来 の 報告6 3ト 呵 な ども考慮 に 入 れ る と， 臨床腫瘍
診断学的な面か らの 利用 価値は極 め て高 くな る も の と
考 えら れ る． 今後 は病的変化 に 伴う血液型抗原の 変化，
す な わ ち糖鎖構造変化 が遺伝子 レ ベ ル の い か な る異常
と関連 して い るか に つ い て， さ ら に 系統的に 解 明 され
る必要が あ ろう ．
結 論
血 液型抗原が有す る 生物学的機能 を解明 す る 手がか
り を得る た め， モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を用 い る免疫組織
化学的方法と A l．B， P A S染色な どの粘液糸騙財ヒ学的方
法 を用 い ， ヒ ト消化管健常粘膜， 胃の 腸上 皮化生部並
び に 消化管癌 を対象 に ， 血 液型活性と上 皮性粘液の 関
連 を検討 した． その 結果 ， 以下 の 結論を得 た．
1 ． マ ウス モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 を用 い A B C法 で 検
出 した ヒ ト消化管健常粘膜 に お ける A B OくHl， Le wis
晴性 は P A S反応陽性 を 示 す上 皮性粘液 お よ び細胞内
小器官 く特 に ゴ ル ジ装置フ に 一 致 して 局在 し て い た ．
2 ． ヒ ト消化管癌組織お よ び胃の 腸上 皮化生部に お
ける A B OくHl， Le wis活性 の変化は ， 上 皮性粘液く糖
蛋白う 成分の 質的変化と密接 に 関連 して お り， 活性の
程度 は主 に 病的組織 ． 細胞 の P A S染色性 に 依存 し て
い た ．
3 ． 胃粘膜腸上皮化生部 に 出現す る血液型活性 の 不
均 一 性， 多様化 は明 らか に 健常粘膜 と異 な っ て お り，
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病変の 指標 とな り え たが ， 大腸腺管腺腫 に つ い て は特
徴的な変化 はみ ら れ なか っ た ．
4 ． 血 液型 活性 は と 卜組織 ． 細 胞 が 示 す生 物学的
マ ー カ ー の 1 つ で あ り， その 検索は 一 般病理 組織学お
よ び臨床腫瘍芋上有用 な方法と考 え られ た．
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SPe Cim e n a sin Fig． 3． T he degr e e of inte n sityin
the O く印 －a Ctivity depe nds o nthe stain ability
with P A Softheinta ct m u c o sa e or the e ctopic
goblet c ells． CT－ H ． XlOO．
Fig． 5a Histo che mic al fin dings of w ell diffe re n－
tiated aden o c a rcin o m aくtublIofgr o up O， Leくa －
b十I， by A l． BIP A Sstain ． T heinte rn al lu min al
S u rfa c e a nd the supra n u cle a r regions of the
C a rCin o m a c ells co mpo sl ngtubula r str u ctu re s a r e
P A S－PO Sitiv e a s se e nin the figu r e． C T
－H ． X
lOO．
Fig． 5b Im m u n o staining of Oく印 －a Ctivity in the
S a m e SPe Cim e n a sin Fig． 5a． T he a ctivity is
im m u n o stain ed brow nin c olo rby A B Cm ethod
with m o n o clonal a nti－H in the P A S－pO Sitiv e
regio n sくIurnin al su rfa c e， Supr a n u Cle a r regionIof
c a rcin o m a c ells， CT－ H． X lOO
Fig． 6a ． P A S－pO Sitiv e m u cin sin the cytopla s m of
the sign et－ring c ells of ga stric c a r cin o m a， grO uP
A B， Le くa － b＋1， dem o n strated by A l．BIP A S
Stain ． C T－ H ． XlOO．
Fig．6b． Negativ efindingfor Al． B staining ofthe
m u cin sin the sa m eslgn et－ring c ells a sin Fig．6a ．
Cou nter staini n u Cle arfa st r ed． X 100．
Fig． 7a． Im m u n o stainl ng Ofthe s a m e spe cim e n a s
in Fig． 6 by AB Cm ethod with m o n o clo n alanti
－A ．
A－ a Ctivityislo c ated in the P A S
－pO Sitiv e m u cin s
inthe alm o stallsign et－ringc e11s． CT － H ． Xl OO．
Fig． 7b Im mu n ostaining ofthe s a m e spe cim e n a s
in Fig ．7a by A B Cm ethod with m on o clo n al a nti．
B， T her e a r e v ery fe w B－PO Sitiv e sign et－ring
c ells in c o mpa riso n with thos epos sesslng A ，
a ctivity． T he endotheliu m of v es s els a nd r ed
blo od c ells a re cle arly po sitiv e． C T
． H ． xlOO，
Fig． 8a Al ． B staining ofthe sign et－ ring c ells a nd
m u cin o u s se c retions ofga stric c a r cin o m a， gr O uP
B， Leくa－b＋ ト T hey a re m a rkedly stain ed with
Al．B ． Co u nte r staini n u Cle a rfa st red． X lO ．
Fig． 8b． Im m u n o staining ofthe sa m e spe cim en a s
in Fig．8a by A B Cm ethod with m o n o clonala nti－
B． B－ a Ctivity is n egativ e a s． e e nin the figu r e
a nd Le wis－a Ctivities w er e also n egativ e． CT －
B ． X lOO．
Fig． 9a， A l
． BIP A Sstaining of w ell differ e ntiated
du ode n alade n o c a rcin o rn a， gr O up A， Leくa－b＋1．
T heintr a cytopla s mic m u cinsinthe s upr a n u cle a r
reglO n S a ndthebr u sh bo rde r s a re stain ed m ainly
with P A S． C T－H ． XlO O．
Fig．9b． Im m u n o staining ofthe s a m e spe cim e n a s
in Fig． 9a ． A
－ a Ctivity is distin ctly n oted a s
br o w nin the s upr a n u cle ar regio n s a ndthe br u sh
bo rde rs． C T－ H ． x400．
Fig． 10． Al
．BIP A Sstaining ofgoblet c ellsin the
inta ct m u c o s a of the de sc ending c olo n． T ho se
c ells a r e stain ed alm o st e x clu siv ely with A l
． B
a nd ha rdly with P A S． C T－H ． X lOO，
Fig．11． A l
． BノP AS staining ofthe sigm oidc olo n
of gr o up O do n o r． On the up pe r right in the
figu r e， the goblet c ellsin the inta ct m u c o sa a r e
stained only with A l
． B． On the c o ntra ry， the
ade n o c a r cin o m a ofthe sigm oidc olo n on theleft
side ha sP A S－pO Sitive m u cin o u s s ec r etio n sin the
lu m en ． C T－ H ． X lO O．
Fig． 12． Im m u n o stain1ng Ofthe sa m e specim en a s
in Fig．11by A B Cm ethod with m o n o clo n ala nti
－
H ． 0 くHトa ctivity is m a rkedly po sitiv ein the
P A S－pO Sitiv e lu minal se cretio n s of the
c a rcin om a． Ho w e v e r， the a ctivityis co mpletely
n egativ e in the inta ct m u c o s aくa r r o叫 ． CT－
H． x lOO
Fig．13a ． A l．BIP A Sstaining of m u cin o u sty pe
c a rcin om a ofthe r e ctu m， gr O up A B． T he sign et－
ring c ells a re stain ed with both PAS and Al
．B
くa r ro wl， a ndthe m u cin o u s sec retio n s a r e stain ed
m o redistin ctly with Al
． B than P A S． CT－
H ． XlOO．
腸上皮化生 と消化管癌組織 の 血液型抗原活性
Fig．13b． Im m u n o stainlr噌 Ofthe s a m e spe cim e n a s
in Fig．13a by A B Cm ethod with m o n o clo n ala nti－
A． A －a Ctivity is n oted a sbrow n in the P A S－
po sitiv e slgnet－ring cells a nd m ucin o u s se c r etio n s




．BIP A Sstaining of squ a m o u s c ell
c a rcin o m a of the e s ophagu s， gr O up O． T he
W e akly P A S－pO Sitiv e r egio n s a rede m o n str ated．
CT －H ． x200．
Fig． 14b． Im m u n o staining ofthe s a m e spe cim e n a s
in Fig．14abyA B Cm ethod with m o n o clo n ala nti－
Leb． T he a ctivity is distributed in the P AS－
positiv e region s a s sho w nin Fig． 14a． C T－H ．
X200．
Fig．1 5． A l
．BIP A Sstaining ofthe ga stric m u c o s a，
gr o up O， Leくa－b十1． On the right side ofthis
figure ，theinta ct m u c osae a r e stain ed e x clu siv ely
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With P A S． On the left side， the inte stin al
m etapla sia with e ctopic goblet c ells c a nbe se e n．
T he e ctoplC gOblet c ells a re stain ed with both
A l．B a nd P A S， a ndthe str u ctu re s si mi 1a rto the
br u sh bo rder a re als o fo urld a s P A S－pO Sitiv e
くa rr o wl． C T． H ． XlOO．
Fig．16． Im m u n o staining ofthe s a m e spe cim e n a s
in Fig．15 by A BC m ethod with m ono clo nal anti－
Lea． Lea－ a Ctivity is c o mpletely n egativ ein the
intact m tlC O Sa O nthe rightbutis ap pa r e ntlys e e n
in the e ctopic goblet c e11s of the inte stinal
m etapla sia a nd the s e cr etio n s． C T．H ． xlOO．
Fig． 17 Im m u n o staining of m u cin o u s ade n o－
C a rCin o m a ofthe tran sv e rs e c olo n， gr Oup A， by
A B Cm ethod with m o n o clo n alanti． Lebくupperlo r
a nti－Leaくlo w e rI． Leb － a Ctivityis m or edo min a nt．
1y distributedthan Le
a
． C T－ H ． XlOO．
Studies o nMicr osc opic Blo od Gr ouplng Im Blo od Gro up Activi tiesin theIntestin al Meta－
Plasia ofthe Sto m a ch a ndthe Carcin o m a ofthe GastrointestinalTract Tohru Ohshim a， De－
Pa rtm e nt Of Legal Medicine， School of Medicine， Ka n aza w aUniversity， Kan azaw a920－ J．
Ju z e nMed． So c． ，95，7 4－88り986J
Key w ordsこ blo odgro uping， intest inal m etaplasia， gaStr Ointe stin alcarcin o m a，
im m u n ohisto che mistry， ePithelialm ucins
A bstract
T his study w a sinte nded to cla rify llthe cha nge s of A B OくHJ－ a nd Le wis－a Ctivitie sin patho －
logic al c o nditio n s of the ga str ointestin al tr a ct， e SPe Cially in the c a r cin o m a o rthe inte stin al
m etapla sia of t he sto m a ch a nd 2Jt he r elatio n ship betw e e nt he blo od gr o up a ctivitie s a nd t he
histo che mic al pr ope rtie s of epithelial m u cin s of t he ga str ointe stin al tr a ct， aS aba sisfo rblo od
gr o uping on tissu e spe cim ens a nd als o to obtain a cu e to kn ow biologic al r oles ofthe blood
gr o up a ntige ns． T he a ctivities wer einv e stigated by the a vidin －biotin －PerO Xidase co mplexくA B CJ
m ethod u slng C O m m e rCial m o n o clo n al a ntibodie s， a nd the epithelial m u cin s w er e stain ed with
alcia n－blu eくA l． B， PH 2．5Ja ndIo rpe riodic a cid－SchiffくP A Sl．
In inte stin al m etapla sia of the sto m a ch of Le くa － b十1gro upくs e c r eto rJ， the e ctopic goblet
C ells sho w ed v a rio u sdegr e e s of a ctivities， fr o mpo sitiv eto negative ， W ell in a c c o rdan c e with t he
inte n sity of P A S－ taining芸 the goblet c ells stain ed m ainly with Al
．B w e re alrnOSt negative fo r
A B OくHJ － aCtivities． Le
a
－ a Ctivity w a s obse rv ed in t he e ctopic goblet c ells e v e nin t he Leくa － b＋J
gro up， W hile Le
a
w as n egativ ein the n o r m alr egio n．
In ga stric c a r cin om a ， t he ABOくHJ－ a nd Le wis－ a Ctivitie s c o mpatible withthe do n o rs， ty pes
W e r elo cated ex clu siv ely in the P A S－PO Sitiv e c ells u rfa c e， intr a c ellula r stru Ctu r eS a nd lu min al
m u cin o us secr etio n s of w ell diffe r e ntiated ade n o c a r cin o m as wher ethe carcin o m a c e11s tightly
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ad he red e aC hot he r a nd m ade tubula r stru ctu r e s． On the c o ntr ary， PO O rly d iffe r e ntiated c a r ci
－
n o m a s with fe w P A S－POSitiv e tubula r str u ctu r e s sho w ed v e ry w e ak activitie s， a nd the diss e mi－
n ated sign et－ ring c ells po ss e s sed blo od gro up a ctivitiesin t he P A S－PO Sitiv e m u cin s r e stricted in
t he cytopla s m． In c a r cin o m a of t he s m a11 inte stin e，t he sim na rfindings w e re n oted．
In ade n oca rcin o m aofthela rgeinte stin e， the A B OくHJ－ aCtivities c o mpatible with t hedo n o r s，
A BO －ty Pe S W e re n Otic ed in the P A S－PO Sitiv e r egio n sin cludingthe c a r cin o m a ofthe de sc e nding
c olo n a nd the r e ctu m whe r einta ct tiss u e sga v e n egativ e re s ults， Le
b
－a Ctivity abs e ntin n o r m al
tiss u e s w as obs e rv ed in so m e c a ses of t he c a rcin o m a．
T he re s ults sho w that A B Oく叫 － a nd Le wis－ a Ctivitie s a relo c ated in the P A S－POSitiv e epithelial
m u cin s
，
that the qu a ntitativ e a ndlo rqu alitativ e cha nge s of the a ctivities depend o n the histo －
Chemic al changes of t he m u cin s a nd t hat blo od gr o up a ntige n splay a role fo rt he c ell
－tO － C ell
ad he sio n a nd re c ognitio n． In pr a ctic alaffairs，t heblo odgro upingin A B O
－ a nd Le wisqsyste m s c a n
be s u c c e s sfu 11y pe rfo r m ed als o o nthe pathologic al tiss u e s wit hrega rd to the a ctivitie s abse ntin
n o r m al tiss n e s．
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